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ロボット技術安全確保策ワーキンググループの検討状況（報告）

２月２７日に、第１回のワーキンググループを開催し、ロボット技術

の安全確保に向けた生活支援ロボットでの取組等について情報共有する

とともに、今後の検討方向や進め方について議論に着手。

１ 農業用ロボットの安全確保策の検討方向

検討する農業用ロボットの特定

（追随型有人－無人強調作業システムをまずは優先的に検討）

使用条件の明確化

リスクアセスメント

リスクアセスメントシートにおいて、危険源や危険事象を特定し、

危害の酷さ、発生確率等からリスクを見積り

リスク低減が必要な場合 再度アセスメント

保護方策の検討

（本質的安全設計→安全防護方策→使用上の情報）

安全確保策の策定

２ 今後の検討の進め方

(1) 技術開発が先行しているトラクターの追随型有人－無人協調シ

ステムを事例として、危険源・危険事象の特定、リスクアセスメン

トの試行、保護方策の検討等を実施。

(2) リスクアセスメントの結果や具体的な保護方策について現場に

おいて実証

(3) 検証結果を踏まえた安全性確保ガイドラインの検討


